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心の糸～つなげて、結んで～
福井・髙島　凜花
「前科がある人は、社会に出ても平等ではない。」
このような印象を持っている人が多いのではないだろうか。しかしそれは、私たちがそのように印象付けただけだ。私達はその「印象」で、その人達の希望や未来を奪っていないだろうか。私達が彼らに出来ることは何だろうか。私は、自分の身の周りの環境と照らし合わせて考えてみた。

私は「前科がある人を積極的採用」というネット記事が目に止まった。気になって読み進めると、前科がある人を受け入れない会社は多いと書かれていた。会社側はその理由を、犯罪の再発などに懸念があるからだとしている。会社側の主張も、否定はできない。実際に、就職してから再発を起こすという人も、珍しくはないそうだ。しかし、罪を犯した多くの人が前に進むために就職する。それは，とても勇気のいることだ。その勇気を見捨てていることになっているのではないか、私は、会社や社会が彼らを受け入れることが、再発を防止することの第一歩ではないかと思う。そのためには、私たち自身が、犯罪が生まれてしまった背景について理解を深めるべきだと考えた。
とはいえ、就職をすることは簡単なことではない。罪を犯した人にとっては、再び社会に出ることだ。計り知れない不安があると思う。仕事をするということは、人と関わりを持つことだ。そして仕事は、信頼関係が成り立っている。だから彼らに過去と同じような絶望の淵に立たせないよう、周りがサポートしていくことが大切だと思う。しかし、それが決して簡単なことではないのも事実である。
あるとき私の母が、重罪の容疑をかけられた人とすれ違ったその時、今まで感じたことのない背筋が凍るような恐怖に襲われたといっていたことを思い出した。罪を犯していなくてもこれほど怖い思いをするのに、目の前の相手が罪を犯した過去を持つと知ったら、誰もが恐怖と不安を抱くだろう。
しかし、このような緊張感を抱くのは私たちだけだろうか。お互い同じような気持ちではないだろうか。一度社会を裏切ったという罪悪感は、その心を不安と孤独感で溢れさせ、誰ともつながりを持てないでいるに違いない。新たな環境に身をおくことで生まれる孤独と不安が入り混じる気持ちは、誰もが一度は経験しているのではないだろうか。
私は、自分がもし罪を犯してしまったときのことを考えてみた。どれだけ深く後悔し、自分を責めるだろうか。心改め罪を償っても社会に出るとき自分が受け入れてもらえるか、不安でいっぱいになると思う。新しい環境の中で、周りの人に助けを求めたくても、声をかけられないだろう。そうして一人で何もかもを抱え込んでしまって、いつか逃げ出したくなってしまうのではないかと思った。自分が取り返しのつかない過ちを犯したという意識は、人とつながることを臆病にするからだ。

自分がつらいときは、誰かにそばにいてほしいと思う。私たちと同じように罪を犯した人は、周りの人の言葉が、その人を救えるはずだ。誰かが手を差しのべ寄り添い、「心の糸」をつなげていくことが、彼らの緊張をほぐし前を向いて歩こうとする原動力になるだろう。

私は改めて、なぜ罪を犯してしまったかを自分なりに考えた。不安、孤独、恐怖など苦しい思いを抱え、誰かに助けを求めていたのではないか。なぜそんな思いをしなければいけなかったのか、なぜ誰も気づけなかったのか。そう思うと胸がしめつけられた。「心の糸」が切れてしまう理由は、気づかれない寂しさにあるのではないのかとさえ思えてしまう。だから今度こそ、同じ思いをさせてはいけないと強く思った。
中学校に入って、仕事についていろんな人の話を聞くことが増えた。私は、仕事はそこで働く人たちのお互いの良いところを組み合わせて、成り立っていくものだと知った。彼らの個性をうまく汲み取り、その個性を活かすことが犯罪を未然に防ぎ、その人たちの明るい未来にもつながるのではないだろうか。
では、私たちに何ができるだろうか。罪を犯した人の就職支援制度や、人材採用支援を行なう会社もある。しかし制度よりも周りの人が目をかけ、背中を押してあげることこそが、彼らの未来への一番の手助けになると思う。私もその人の力になりたいと思った。

最近では、少年犯罪も増えている。周りの誰かが罪を犯してしまうかもしれない。私のような寂しく不安な思いを抱えている人が周りにもきっといると思う。その思いが犯罪につながってしまうかもしれないなら、私がその人の力になりたい。

また誤った道に進まぬよう「心の糸」をつないで、結んでいこう。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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